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１８日（金）４時間目、今年度の修了式を行い

ました。各学年を代表して発表してくれた生徒の

作文を紹介します。

○１年４組 〇〇〇〇〇さん

「この一年の取り組みと頑張り」

入学してから一年が経とうとして

います。

入学した当初は、三つの小学校が

一緒になるということで友達はでき

るのか？クラスに馴染めるのか？という不安と緊

張でいっぱいでした。この一年は、クラスの全員

と仲良くなること、規則正しく中学校生活を送る

中で、勉強と部活動の両立をするということを目

標に頑張ってきました。

消極的な性格の私ですが、クラスでは自ら積極

的に友達に声をかけたり、共通の話題で話が盛り

上がったりして少しずつではありますが、みんな

と仲良くなることができました。

勉強の方では、小学校ではなかったテストがあ

り、宿題やテスト勉強をしっかりやったつもりで

したがなかなか点数が伸びませんでした。２年生

からは教科のバランスを考えノートの使い方を工

夫して取り組んでいきたいです。

部活動では、試合に出られる機会が増えてきま

したが、まだまだチームの足を引っ張ってばかり

なので、しっかり練習をがんばり、チームにとっ

て必要な選手に成長することができるように練習

に取り組んでいきたいと思います。

１年４組は、個性豊かでとても明るく、協力で

きるクラスです。２年生になるとクラス替えがあ

りますが、美郷中の一員として、また悠輝学年の

一員として、笑顔いっぱいな学校生活を送ること

ができるように、これからも目標に向かって努力

していきたいと思います。

○２年３組 〇〇 〇さん

「後期の振り返りと

進級に向けての抱負」

私が２年生の後期で学んだことを

二つ発表します。一つ目は進路につ

いてです。後期は進路学習がたくさ

んあり、その中で自分の希望する進路が少しずつ

見えてきました。私はクラブチームでサッカーを

していますが、その魅力に触れる中で、高校でも

サッカーを続けたいと強く思いました。そして、

やるからには、さらに高いレベルを目指し、サッ

カーの強豪校である高校を第一志望にしました。

令和３年度 修了式
その高校は、サッカーの実績のみならず、私が進

学したいと思う大学の進学実績もあり、益々ここ

で学んでみたいと思うようになりました。目標が

できたことにより、普段の生活を少しずつ変える

ようになりました。走って体力づくりをしたり、

進んでサッカーの自主練をしたりするようになり

ました。学習面では、５教科全てでバランスよく

点数をとれるように、これまで以上に真剣に授業

を受け、努力するようになりました。また私は、

７月からチームのキャプテンになりました。これ

までリーダーシップを発揮した経験もなく、大き

い声を出すことも苦手でした。最初は戸惑ってし

まい、副キャプテンに、自分のやるべきことを任

せてしまいました。しかし、今は、目標意識が高

まったことで、キャプテンとしての自覚をもち、

自分のやるべきことは、率先して自分でやるよう

になりました。また、普段の練習からの意識を変

え、自分の考えにこだわるのではなく、周囲から

のアドバイスを積極的に聞き入れ、柔軟性のある

プレーを心がけるようにもなりました。そして、

運動と学習の両立をするためにメリハリをつけ、

家庭での学習時間を確保するようにするとともに、

規則正しい生活を心がけています。

二つ目は、人との関わりの大切さについてです。

多くのみなさんがそうであるように、友達との関

係は常にうまくいくものではありません。私も今

年度、友人関係で悩んだ時期がありました。自分

でどうしていいか分からなくなったとき、私の友

達が、一緒にいて話を聞いてくれたり、声をかけ

て支えてくれたりしました。私は友情の大切さを

改めて実感し、２年生で助けてくれた友達と３年

生になっても、ずっと仲の良い関係でありたいと

思うようになりました。もし、友達が悩んだ時は、

助けたいし、助けることができる人でありたいと

も思います。友達の大切さについて伝えたいこと

があります。多くの人と関わる中で、自分とは違

った考えをもつ人もいることに気付くと思います。

もし友達と考えが違っていて、そこに違和感を感

じても、言葉や行動に表すのは違うと思います。

相手の良くないところが一つや二つあっても、そ

れより良い所の方がきっとたくさんあります。本

当の友達なら良くない所は気にならず、その友達

と一緒にいたいと思うようになるはずです。私は

３年生ではこれまで以上に友達を大切にし、奏令

学年の先輩方のように尊敬と感謝の気持ちをもっ

てもらえるような先輩になりたいです。そして、

受検生としてふさわしい姿勢で授業を受け、後輩

のお手本となれるようにがんばりたいです。

お二人とも、発表ありがとうございました！


